学会だより by 岡山大学算数・数学教育学会,
学 会 ナビ よ り
(1)教育学部関係の人事異動についてご報告いたします｡本年4月1日付をもって,附属/小学
校の斬瀬陽子先生 (昭和62年卒)は岡山市立芳泉小学校にご転出なさいましたO附拐中学校の川
上公一先生 (昭和53年卒)は倉鼓市立南中学校にご転出なさいました｡その代わりに,倉敦市立
下津井中学校から木村書生先生が附属中学校にご着任なさいましたO
(2)骨布川拓也先生は,チェコ科学アカデ ミー 数学研究所で1年間の在外研究に従事するため､
ご家族と一緒にチェコのプラ-へ出発なさいました｡
(3)｢井敷学力診断調査会｣.｢中学校数学学力診断調査会｣は,平成14年に岡山県で開催
される中･四国数学教育研究大会に向けて､引き続き親意研究調査を行っております｡今年の3
月に実施したそれらの調査問題についての考蕪が.本学会誌に掲載されています｡
(4)新学習指導要領は,小学校と中学校では平成14年度から全面実施,高等学校では平成
15年度から学年進行で実施されることになっておりますOそこで本号では.特集記事として
｢新学習指導要領の意図実現をl田指す井軌 ･数字教育の在り方を求めて｣の表層で,小学校,中
学校,高等学校及び教育委負会関係の先生方に.それぞれの立場から提案して頂きました｡実麻
の教育の堀で活用･Lて頂けるものと確信しております.
(5)熊山町立桜が丘小学校の鈴木隆幸先生 (平成5年卒)の F自ら課題を見っけ,意欲的に取
り組む力を育てる授業- ｢井敬の問い｣を生み出す指串の工夫-Jは,岡ILJ県教育弘済会平成
11年度教育研究論文助成の特選に選ばれました｡附属中学校の大月-泰先生は r自ら考え判断
する生徒の育成一著作権の学習を遵して-Jで.附属中学校の平野圭一-先生 (昭和60年卒)は
F'高性能屯卓を中学校数学科にg入するためにJで.附属小学校の杉能道明先生 (平成元年卒)
を代表とする本学会の ｢井敷学力診断調査会｣は.研究潜目r｢生きる力｣の育成をめざす井数
授業の創造』で,福武教育振興財団から助成を受けて引き続き研究を行っています｡
(6)第7回談話会を平成11年10月23日 (土)に､教育学部本館4階401号教室で行い
ました｡今回は ｢井数 ･数学と浪合的な学習について｣と屈して,広島大学教育学部の中原忠男
先生に講演して頂きました｡内容については挨出の報告をご覧ください｡
(7)岡山市立岡山後楽鯨高等学校の末席 聡先生 (平成4年卒)に,平成11年に閉校した,
中高一昔校の開山後菜館高等学校を紹介する記中を杏いて頂きました｡進路拍尋の参考にして頂
ければ幸いです｡
(8)次の4名の方々が本学会に新しくご入金なさいました｡敬称は省略させていただきます｡
山神 勝 (岡山市立甲浦小学校).高橋 学 (大学院生),平野借入 (大学院生).木村書生
(附属中学校教官)0
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葺持 7 回 鼻炎 百舌 会 8こ つ t,ヽ て
第 7回談話会を平成11年10月23EH土)に,岡山大学教育学部の本絹4階 401号教室で行
いました｡今回は ｢算数 ･数学と総合的な学習について｣と頗 して,広島大学教育学部教授
の中原忠男先生による講演を行ないました｡
中原先生は平成11年 5月に文部省か ら発行された ｢小学校学習指串要領解説 算数編｣の
作成協力者でもあ り,お忙 しい中を本会のために講演を して くだきりました｡これからの算
数 ･数学教育のあ り方について,研修を深めることがで きました｡中原先生には後の懇親会
にもご出席 くだき り,個々にもいろいろなお話をさせていただ くことができ,本当に感謝い
た してお ります｡
以下,中原忠男先生のご講演内容について簡単にご報告いたします｡
◆ 『算数 ･数学 と総合的な学習について』
総合的な学習について必ず しも詳 しいわけではないが,算数 ･数学教育と総合的な学習に
おいて,算数 ･数学教育の改定のねらいがどう変わっていくのか,変えてい くべ きかにつ
いて前半は考えていきたい｡その流れの中で,事例などをお話 していきたい｡
1 は じめに
今日.教育は転換期改革期を迎えている｡教育だけでなく,E)本の行政機偶が再編を迎え
ている｡経済界 ･産業界 も改革の時期である｡その中で教育も改革期をむかえている｡教育
の改革の方向を特色づけるとすれば,戦後型の教育から21世紀型の教育といえるのではな
いか｡内容的には ｢画一型｣の教育から ｢自由型｣に向けての改革であ り,今回の指専要領
の改定もその一環である｡
事例をあげれば,六三制等は画一型の例 といえよう｡それに対 して飛び級など能力に応 じ
る自由化の動きも出てきた｡義務教育は住む場所によって,通 う学校が決まっているが,東
南部を例 とするように学校選択の柔軟化や自由化の動きが出てきている｡
学年ごとの内容が指専要領で示されているのは,理科 と算数のみであ り,他は複年で示 し
ている｡学校に応 じた教育課程の編成ができるようになっている｡総合的な学習についても､
い くつかの例示はあるが.何をするかは各学校で考えるようになっている｡総合的な学習は
先生方の自由にで きるようになっている｡
その背崇には,国際化がある｡国境が取れて国際的に活躍できる人材が求められる｡これ
まで教育のねらいは, ｢みんなが同 じだから幸せである｡｣ とい う価値観があった｡その価
値観がゆらぎ,変わ りつつある｡ 自分のや りたいこと好 きなことを探 し出して自分の個性や
能力を探 し出すD自己実現を十分にすることにより,役 に立つという価値規が充実 した人生
のもとになる｡基礎 ･基本をきちんとした上で選択できる自由な教育,国民の個性に則 した
教育が求められている｡
一方.競争原理が入って くることには注意 し宮城すべ き状況であろう｡過度の競争は危険
である｡また,自由に教えるためには教師も工夫が必要 となる｡マニュアルがないので,自
分 自身で作 り出してい くことが先生方の課題 となる｡自由型の世界へ扉 を開けて入ろうとし
ているのである｡
2 井赦 ･数学はどう変わるか
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そんな視点から算数 ･数字教育はどう変わろう
としているかo新 しい方向として,中央教育書姐
会の提案する ｢生 きる力｣があげられる｡生 きる
力には次の3つがあるc
a 自分で課題 を見つけ,自ら学び.自ら考え,
主体的に判断 し,行動 し,よりよく問題を解決
する能力
b 自らを律 しつつ,他人と協調 し,他人を思い
やる心や感動する人間性
C た くましく生 きるための健康や体力
これらを伸ば していくことが ｢生きる力｣の育成であるといえよう｡認知 ･情意 ･身体に
関わるもの としての ｢生きる力｣は主休的な学びを作 り出 してい く｡日々の授業で実践 して
いくことが求められるC
また,教育課程番組会答申でも,算数 ･数学の改啓の方針 として, ｢--多面的にものを
見る力や輪理的に考える力など創造性の基礎を培 う-･･｣と示されている.創造性の基礎の
価値に方向性があるといえよう｡内容については, ｢実生活 とのかかわ り｣ ｢ゆとり｣ ｢学
ぶことの楽 しさ｣をキ-ワー ドとして内容の満男削除が行われている｡また.算数的活動 ･
数学的活動が目標の中に入っできている｡全体的な方向として,主体的な学習をいっそう推
し進め充実させていくことが求め られている｡
創造性の基礎を培 う昇数 ･数学教育,数字的括軌の楽 しさを味わ う算数 ･数字教育,これ
らを数学的活動に君目して進めていこう｡数字的活動を方法に位匿付け,主体的な学びを通
して数学的活動を創造性の基礎に結び付けていかなければな らない｡
今日,昇数教育の目的が混迷 している状況がある｡何のために勉強するかに分か りやすく
きちんと答えられない｡これまで陶冶的目的 ･実用的目的 ･文化的目的をめざしてきた｡陶
冶的目的をめざし真理的 ･論理的儲 行を通 して人間形成にかかわ るといわれてきた｡ しか し,
数字の論理は特別ではないか との批判が強まっている｡また,数字は実際の生活に必要なの
か.本当に数字は仕車に役に立つのか,と批判されるo文化的な立場か ら数字は楽 しくすぼ
らしい文化だと享受 し,発展 させ,継承 してい くといってみても, ｢分からないものは楽 し
くない｡好 きなものを選ばせればいい じやないか｡｣ということになる｡ユークリッド娘何
は役に立つのかとの批判もある｡
3 創造性の基礎
何とか して算数を楽 しくする,そのためには,価値をどこに求めたらいいのだろうか｡私
は.創造性の基礎を培うことだと思う｡創造性の基礎の基礎が大切で,21世紀を生きる人
間に求められる能力である｡そういった意味で創造性が各教科の粗い目でもある｡数字は基
礎である｡これか らの人間に求め られる飢迫性の基礎を算数 ･数学が受け持つ｡昇数 .数学
の教材を通 してその基礎を身に付けさせることができるのである｡多 くの教科のDJ追性の根
幹 t基礎を受け持てる教科が算数 ･数学なのである｡
基礎には,
①多面的にものを見る力 水平方向の思考 ②論理的に考える力 垂直方向の思考
の2つの側面があ り.算数 .数字の教材はそういった見方を育てるのであるC
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例えば.32という数のの見方を考えるだけでも多面的な見方ができるQ
① 10が3つと2 ② たし算 として ③かけ弗として
このような見方によって,数に対する見方が多様になるO
次のような授巽があった｡下の表で ｢隠れた数は,何ですか｣ という課題である｡
2 り
1 3
子どもが ｢もう一つ数が決まったらわかる｣といったので,先生は右上に36と習いた｡
36
2 つ
1 3
このことにより,考え方が論理的になる｡児童は次のような表を作成 した｡
4 12 36
2 6 18
1 3 9
この裏で何か気がついたことはあ りませんか｡
｢正方形で,対角線の債は等 しくなる｡｣などの考えが出てきた｡
このように して多面的に見なか ら,なぜそうなるのかを考えてみる｡このような学習を通
して多面的 .論理的に見ることができるようにな り,創造性の基礎を培 っていけるのであるO
算数 ･数学教育の教材の特色として創造性の韮礎はアピールできる｡
5 算数的活動 ･数学的活動
それでは,井数的精勤 ･数学的晴勤とはなにであろうか｡次のような精勤 と考えては どう
だろうか｡
① 児童が行う精勤 ② 目的意職 をもって行 う
③ 算数に関わる活動 数理 と関わ りがある ④ 作業体験などの外的活動を主とする
⑤ 内的な活軸を圭とするものもある (これまでも重視 してきた)
外的な精勤をこれまでより重視 していこう,それによって創造性の基礎や主休的な学習を
行 っていこうというのが.算数的活動である｡同様に中学校における数学的活動においても,
(か 観察 ･操作 ･実験-------外的な晴軸
② ものごとの関係や決まり･･-･-内的な精勤
が求められ , 高校においても,小学校 ･中学校での数学的括劫を受け,数学モデルの生成が
なされなければならない｡
① 観察 ･操作 ･実験 ･実習･･-･--外的酒軸
② 直観 ･類推 ･帰納 ･演縛･･-･-･内的活動 が求められることになる｡
弊数的活動 ･数学的活動の事例 として,次のようなものをあげる｡
① 長方形の しきつめ-･･･=･･作業的な活動 ② 恨み (･あい (畳で)-･-体験的活動
(診 天秤のつりあい
算数的活動 ･数学的活動のねらいは
算数数学の学習を ①活動を中心としたものにする
②楽 しいものとする
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③分か りやすいものとする
④実生活と関わ りのあるものとする ことである｡
6 総合的な学習
新 しい学習指導要領で ｢総合的な学習｣がどういう形で打ち出されているか｡算数 ･数字
の立場で見ると,どうだろうか｡井数 ･数字にプラスするにはどうしたらいいか｡などを考
えてみたい｡
--------------略
横断的 ･総合的な学習を通 して,自ら学び自ら考える力等の ｢生きる力｣の骨格を目指す｡
横断的 ･総合的な学習では.地域 ･学校の枠を越えることが求められている｡こうした教科
や学年の枠を越えた研究は頼み重ねられている｡事例としては,学校行事と併せた滋賓大字
附属中学校のBIWAKO学習や香川大学附属坂出中学校の合科学習をあげることができる｡
これらは,単独の教科では知識偏厘に陥 りやすいという反省から,統合的な学習が位置付け
られたのである｡
捻合的な学習の内容として次のような項 目があげられる｡
①国除理解 ②情報 ③環境問願 ④福祉 ･健康
これらは,あくまでも例であ り,ねらいに迫る特色ある活動が必要である｡地域に密着 し
た素材を発振 し整理することが必要であ り,方法として社会休験 ･調査生産 ･楕動を通 して
の発表 ･討論の場 ･グループでの精勤 ･異字年集団などが考えられよう｡
これらが抱合的な学習の方向である｡ したがって 1教科にこだわることは求められていな
いoそのため,井数 ･数学で学習 した串柄を抱合的な学習で生か していく方向を大切に した
い｡算数 ･数学の立場からどんなことができるかを考えていってもよいのではないだろうか｡
井敷 ･数字の内容を総合学習で行 う,弗赦 ･赦学の学習を生か した捻合学習を行 うなどの方
向性を考えていきたい｡
次のような事例が総合的な学習として位置付けられる｡
① しきつめ 町に出て観察
② 速さ 社会と算数の合化 井敷数字の内容を実生活 と関連付けて
③ メー トル法 単位の遁辞
算数 ･数字学習の結果を生かすような課題,課毘学習的なものは総合学習で扱うことも可
能になるのではないか｡
事例 1 比例代表選出 ドン ト方式 課題学習を社会との合科で
事例2 総合的な学習への井赦科からのアプローチ
｢地球人の共通問題を探 ろう｣ 井数を中心にして考えると----統計 .グラフ
叫例3 福祉の領域で,車椅子のためのスロープの傾きを数学との関わ りで考えると一次関
数の傾き ･角度 ･高さ ･割合など数学で学んだことを楕用することができる｡このような学
習の結果,生徒は法律では 1/10以下と定められているが,実際には 1/ 12(･らいがよ
いとの結論を出した｡
総合的な学習に算数 ･数学教育を生か していくために素材の発掘 ･教材開発をしていただ
きたい｡
(幹事 大月 -秦,平野 圭一)
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語ろう君の夢を!
平成11年開校 ｢岡山市立岡山後楽鰭｣高等学校の概要
1 はじめに
中高-耳校.自分で創る時間割システム､3部定時制､2学期制､単位臥 無学年制･100分授嵐
校則は社会のルール､･･.今の学校改革を考える上でのキ-ワー ドをすべて取り入れて岡山市立岡
山後楽脂高校が昨年度4月に開校しました.岡山カルチャー ゾーンの一角である,岡山県立美術館･
岡山オリエント美術館の間に校舎があります｡よく役所と勘違いされるその校舎は･旧LP国旗政局庁
舎を仮校舎としています｡平成 10年 10月に改修工塀が始まり､平成 11年 1月 1剛こ公募によって
決まった校名 ｢岡山市立岡山後楽棺中学校･高等学校｣が設荘され､4月1日からは ｢中高一斑教育
校｣として開校しました｡中等部l学年80名､高等部1軒 F160名の定員でスタートし､12年度に
中高とも2学年が完成する段階を迎えます｡新設校でさらに仮校舎というハンディをどうにか乗り越
えて､12年度を迎えようとしています｡中朝 61高等部の職員交流やシティキャンパス授業(学校周
辺すべてが学びの場とする考え方)の取組みなど､新たな試みにも取組んでいるところであります｡こ
の､学校としては新しい理念を取り入れた岡山後楽矧こついて､概要を簡単に紹介したいと思います｡
補足でありますが､岡山後楽館高等学校は3校あり､前述の校舎は岡山後楽餌 ｢天神校舎｣と呼ば
れています｡他の2校は､岡山後巣鴨 ｢蕃LLJ校舎｣､岡山後楽館 ｢伊福校舎｣であり.旧岡山市立岡山
商某高校(通称市商)､旧岡山市立岡山=菓高校(通称市工)が校名を変更したものであります｡その市商､
市工は10年度で事典を停止しましたBやがては総合学科の ｢天神校舎｣1校になるわけですが･現在
は言わば移行期というわけです｡しかし､それら2校は後楽飽高校の前身といえる学校であり,｢天神
校舎｣は､中高一環校の総合学科とはいえ.市工､市商の役割､つまり定時制高校としての社会的機
能を維持することも求められることになります｡よって､さまざまな意味で幅の広い生徒を対象にし
た学校であるといえますD
2 後楽館の時間割
後楽館高校の最大の特徴はその時間割にあります｡次ページがその時間割(通称:時間割マスター)で
す｡100分授業が1日6コマ用意されており,生徒は自分の興味､関心､進路目標にあった教科 ･科目
を履修し､それぞれの時間割で学習を進めます｡科目の履修に際しては､励修する時間のうち過半数
は自分の所属する部で履修しなければならないという制限がありますが､その他の規制はありません.
結果的に､生徒一人一人の時間割はバラエティに富み､在籍する生徒すべての時間割は異なっている
ものと･認識しています｡その生徒の時間割の元になるマスターですが､延べ227講座(12年度)で絹成
され､科目は､国際文化系列,怖報科学系列､健康福祉系列､工業技楠系列の4系列に分類できるも
ので構成されています｡そのマスターは生徒がどの時間帯に所属した場合でも､それぞれの系列の学
習ができるようにもなっています削｡この ｢生徒のあらゆる志向､状況に対応できるJということこ
そ､3部制総合学科の時間割の基本的な要件であるといえるのです｡実際に生徒の時間割を組んでみ
ますと､次のような例を提示することができますO組み合わせ次第でいくらでもつくれますが,代表
的なものをあげてみます｡
1 咋 次 生 tlt兼1-1 日# JL捜旦午脚火 # S I 土
1.2 EtT lu)
3.4 推空tlu) L Ld lu tOC∧l t芋A
6.6 tL半lU 化 lA UIR jEJLtB RだB(⊥)
7-8 I■Y.IQ 拝Y JVB fT.衣 tPl^LiLAlu)
9.1(ー
l ー
平成12年度の時間割マスター
月 火 水 木 金 土
1.時限8:50l03 t乱はI(リ OCAL｣ 欺7:1U LIL乱的1 作百A′体育13 妙受巌岨冶
体育A′体育B 佃報基礎 生物tB② 数学A 生物ⅠB(診
生物tA 日本史A 日本史A 数学l(a 恭介積T
化学lA 体育D/体育C 中国酒Ⅲ 生物lA 化学 Bー③
英治I(∋ 古典Ⅰ② 化学lB③ 体育D/体育C 数学B
福損技I 怒基医Ⅰ 体育C/体育D 英治□① 室
ハングルⅠ妻章 二 匹空蔓』 塞 保鯉国拾表現岡Lf文乍㌍ー市河圃
虹』時限10:40 tRr史8(少基礎有精 Ⅰ情報基礎記 譜 監 圭営世界史A Ltuu1年L-F刑誹)国語 ③野 諾 乳 抑沓道 家lA′家lB社福祉基英婚1③OCB化学lA 野 蒜蒜被服(C) 保健 数学Ⅲ(ら ⅠNET活用誹 LI耽3 ー 学A
I 数Ⅰ.A演 家ⅢA′家ⅡB 口匪巨軍功 新己S(塾 英頗Il(参
12:20 臣 謁 監 鮎 ビア断筆≒ 妻
直通時限13:20 琶封 且OCA□ ●一.!軌 u侃(1年EF後部)座薬社会 tg:史BQ)米又軍班lみの
冥削 淫 l AIB音楽 現代社会Ⅰ流通経済 度は開純され
日史B① 音楽 書道 工芸1英晒Ⅰ④ ません.
社福演Ⅰ 美術 密基底I ハングルⅡ現代社会Ⅰ
数学Ⅲ③ 生物tl LHR(2午地理A 基礎宥至Ⅲ数学Ⅲ3
吐理Ⅱ flA 刀 隈笥
I 邸 t 化学ⅠA 豪ⅡA/家ⅡB 匪莞
16:(X) 丁ツサン≡華 a 藍 ㌘
tl時限15:20 生物18u) 体育B′体育A 青菜 生物 lBW 琵 圭嘗
ハングルⅠ 数学Ⅰ④ 美術 世 界史 A
情報基礎 OCAロ 中国諦r 家 lA/家 ⅠB
家tA/家lB 英栢皿③ 生物IA 体育 B/体育 A 救国
化学lB① 伽 工作 英暗Ⅰ⑤ 化学 ⅠB① 国絡表現
国晒皿(卦 日本史A 体育B/体育A 国繕 Il③ 体育C/体育D
ハード 騒 Ⅰ A ログⅠ
l 体育C/体育D 筑遥l野 OCB[コ 家EA/家IB17:(XI 中国碕Ⅲ+妻子 醒 ≦ 英踊Ⅲ②臨 司
鴇 且17:30l91 流通経済 鷲 喝ナ基礎 化字 1A 体育A′体育B 暫 語
英語r⑤ 国師Ⅰ⑤ 環境工学 工業基礎
家ⅠA/家lB 中国持Ⅰ ハングルⅠ #IA/#nB 国綿t⑤
数学Ⅰ⑥ 生物ⅠA 文脅処理Ⅲ 建柵設Ⅰ 現代社会Ⅰ
日本史A英語エ(a鞄 文書処理Ⅰ弄拷己S①儒讐建触回Ⅱ岡山文字間Ⅶ1 義 情報基礎匪堅 田 匡聾 戸
聖 畠琶冨管育B箭遠竿 Ll侃u年夜間晋pHR(2普粒!Li._U真数学A ハン(市)情報基礎 暫 語百己l 3船世 A 学 5ー19:20 マ-ケ 体育D′体育C 体育D/体育C OCB[コ
- 111-
1年次生文化系科目■ I扱生し安L火 ･製午nBt* 木 i 土
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このように,文系科目重視型･午前部､外国きE;L系科目歪視 ･午後部､健康福祉系列科目重視 ･午前部,
建築系科目重視･夜間部 日 など大変多様な時間割をつくることができます｡生徒には見本として､
25例程度の時間割を提示していますが､それらはすべて､系列を遷視した時間割になっており､系列
にあまりこだわらなければ､さらに多様な組み合せも可能になります.6月実施の生徒の意識調査に
おいて､『後楽絹高校でよいと思うところは何ですか?』という質問に対して､｢独自の時間割で学習
できる｣という項目を選んだ生徒が 100名(71.5%)程度いました｡この時間割の自由度こそ後楽館シ
ステムの中で崩大の魅力となっているようです｡
31 ｢数学AJの授業
このような時間割を運営するには､教員一人あたりの授英数も増えていると考えられがちですが､
逆に1弼座の生徒数が減り.40人単位の授業に比べれば負担は軽くなっています｡11年度,生徒数
が最も多かった講座は45名程度でありましたが､逆に少人数の講座は1名という授業もありました｡
(教員の平均持ち時間数は 17.4時間､1吾拝座あたりの履修生徒数は19.5人)クラスルーム単位で学
習する多くの学校にあってはこの､教員の持ち時間数が仕事虫のバロメータになることが多いですが､
クラスルーム単位での学習がない単位制高校にあっては､限度はありますが持ち時間数はそのような
指標にはなりませんo｢あの講座は少人数だからやりやすいですよ｣とか ｢執事数が増えてもいいから,
少人数の授業にして欲しい｣という教員の希望も出されるような状況です｡そんな中で､数学の授業
についていえば､｢数学A｣の履修生が少な<､4名という講座がありました.｢数学l｣は､夜間の
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言朋L.をのぞいてすべて習熟別授兼を実施しましたが､20字I程度の授業でしたので､それに比べても擁
立齢こ少ない弼座といえます｡その授黄の様子を少し紹介します｡
周修生4名の ｢数学A｣は御捉日1コマの研摩であります.後楽館の授業は100分授菓ですが､数学
の授業は50分でも100分でも､教科番を使う授業の多くが例題1.演習､例越､演習 - の繰り返し
になります｡生徒は新しい考え方を埋僻した上で(つもりも含む)､問題に挑戦しますがその際に､遠
慮なく周りを見渡しながら,横の友人のノー トを見ながら､そして自分の考えを確かめながら勉強杏
進めることができます｡時には､聞くこともでき,生徒同士が軌耳目こ数学の概念のやりとりをはじめ
ます｡グループ学習の効用と同じですが､その授∋掛こは1グループしかいないわけですから,教員の
かかわりを考えても理想であることは言うまでもありません｡当然のことですが､全員がそろって次
の段階へすすむことができますから､生徒にとっても満足できるものであるといえます｡後期になっ
て､少人数のよさをさらに生かせないかと考えるようになり,生徒に､｢1日先生｣を提案しました｡
4名の生徒の内､2名の生徒が立候補し,等比数列の授業を実施することになりました｡生徒が便炎
をするとなりますと､40人の授業ではなかなか新しいものでありますが､本授業は少人数であり､い
ささか自信はなかったようですが､100分授葬をどうにか 1コマずつやり遂げました｡1コマ官 ｢等比数
列の導入と一般項｣2コマ日 ｢等比数列の和｣であります｡生徒は教育実習さながらの小道具なども用
意して1週間ばかりの時間をかけて授業の準備をしたようでした｡
｢先生はたいへんですね｣とか ｢難しかった｣なと感想を聞きましたが､rまたやってみたい｣という
感想ももっておりました｡この,生徒授其の前に､生徒は大学図番館へ全員で調べ学習にも出かけて
おり.牧童にとどまらない授業になっているともいえます｡これは非常に特殊なケースではあります
が,生徒が3年在持するうちで､1コマでも2コマでも､このような体験のできる撰集があればより望ま
しいと考えています｡そして,数学Ⅲ､数学Cとより専門的な科目になった時に､生徒中心で進めら
れる甜座になれば理想であるといえます｡
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3まとめ
生徒の3年間の学習計画例として､11さんの例をあげます｡
トほ んの串塵までの牛y朴ig
l
2
■旺 I2 3 4 6 617 8 910 tt12 232412526
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Hさんは主に国際文化系列の科目を中心に履修する生徒で､普通科志向の生徒であるといえます｡進
学も考えており､本人は試行錯誤の上､この3年間の計画を立てています｡実際のところ､本人もこ
れでうまくいけるかどうか心配しておりますが､やはり問題点は指摘できます｡なかでも一番気にな
る点は､科目によって2年間で学習が終わったり､1年のブランクが閃いたりするような -1むら"が
あることであります｡単位制高校の場合､そのしくみ上､多少このようになることは十分に考えられ
るのではありますが､高等学校で学習される教科 ･科目の内容を考えた時､その多くが専門的な学問
の基礎をなす部分であり､その学習法は 咽 垂jaJ学習によってはじめて修得されるようなものも少
なくありません｡この学習の継続を考えたときに,Hさんのものでは不十分であるといえるのであり
ます.単位制高校の長所を逆に生かし,自分の時間をつくり自学自習を韮ねるとか.もっと専門的な
分野に傾倒するといった発想で乗り切ることもできるかもしれませんが､それでは本質的な問題は解
決されません｡やはり､教科教育の目的を規定し､教科内容の体系を質く縦糸をしっかりさせなけれ
ばならないのであります｡当面の対策としては､生徒の自己管理に頼るしかなく､生徒が3年間を見
通した学習計画を立て,家庭学習では学習の継続を維持できるような努力ができなければなりません｡
開校して 1年が経過しますが､来校者の感想は決まって､■`明るく意欲的でのびのびと楽しそうで
すね"というものであります｡その感想も多くは間違っていないと思いますが､ゆとりがありすぎる､
これでいいのか?という声が生徒から聞こえてくることも最近ではあります｡何をもって岡山後楽館
が完成したと言えるのかわかりませんが､いろんな生徒がいろんな方面をめざして,前向きに頑張っ
ていることは間違いのないことであります｡
(注)※1開消される時r割符に多少制限があります｡
(平成4年卒 末席 聡 )
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